様式第７号（第７条関係）

	（表）

	請書

	　　　年　　月　　日付け市営住宅入居決定・承継承認通知書により入居決定・承継承認のあった市営住宅の入居許可については、公営住宅法、同法施行令、牧之原市営住宅管理条例及び同条例施行規則を堅く遵守します。

　家賃を滞納する等上記の法令等の規定に違反したときは、入居者と連帯保証人は、連帯してその一切の責任を負います。

　　　　年　　月　　日

　牧之原市長　あて

	　
	入居者
	住宅名
	団地　　　　　号室　

住宅　　　　　　　　
	　

	
	
	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　※実印押印
	

	
	
	本籍地
	　
	

	
	
	現住所
	　
電話番号
	

	
	
	勤務先

会社名・住所
	　

電話番号
	

	　同居者氏名・年齢・続柄・職業等

	　
	氏名
	年齢
	続柄
	職業・勤務先
	　

	
	　
	　
	本人
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	　
	

	　


	（裏）

	　
	連帯保証人
	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　※実印押印
	　

	
	
	住所
	　
	

	
	
	電話番号
	　
	

	
	
	入居者との関係
	1 親族（　　　　　）　2 勤務先知人　　3 友人・知人
	

	
	
	勤務先

会社名・住所
	電話番号　　　（　　　）　　　
	

	
	
	極度額
	円（入居当初の家賃の12か月分）
	

	　備考

　　１　入居者並びに連帯保証人の印鑑証明書を添付してください。

　　２　連帯保証人に異動等があった場合には、すみやかに連絡するとともに請書を再提出してください。

　　３　不用の文字は抹消してください。

入居者の退去の際の義務事項（入居者負担）

１　畳の表替、ふすまの張り替えを必ず行うこと。

２　壁修理、破損硝子のはめ替、ふすまの張替えその他係員の指示により補修すること。

３　次に入居する方のことを考慮して必ず清掃等を十分に行ってください。

４　この他入居者の責に帰すべき事由による修繕費用（条例第20条第３項）、保管義務による賠償（条例第22条第２項）及び模様替等の原状回復等の費用は入居者負担となります。

連帯保証人の注意事項

　　連帯保証人は、入居者が万一義務を履行しない場合や、法令等に違反した場合は、入居者に代わって責任を負っていただくことになります。

１　連帯保証人は日本国内に住所を有し、入居決定者と同程度以上の収入を有する者であること。（条例第11条第１項第１号）

２　入居者に代わって責任を負っていただくもの

　(１)　入居者が家賃を滞納したときの使用料

　(２)　上記入居者が退去の際の義務事項に要する費用

　(３)　入居者が行方不明になったときの処理及びその費用

　(４)　その他入居者の負担すべき費用
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